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多くの組合員に食堂でお昼ご飯を食べても
らうために実施しました！！

印刷して職員・学生
皆さんでご覧ください！

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい活動があれば、
右記の連絡先まで是非お願いします！

情報発信担当 平澤 卓磨
hirasawa.tk@fc.univcoop.or.jp

大阪兵庫和歌山エリア
学生事務局

[ 森田崇裕 ]

「昼休み時間帯あまりにも食堂が混雑しているので、食堂でお昼ご
飯を諦めています…」という声から生まれた取り組みです。組合員に、
食事を提供をするためにも実施されました。

[ともにつくる]
×

[ 店舗 ]

活動概要

期間：2018/11/26～12/07・2019/01/04～01/29
平日の11:00～12:30
(2018年の実施期間は、13:00まで)

場所：Hirao Dinning Hall South の1区画
※この1区画をスピードエリアとしました

内容：スピードエリアの区画内では、「荷物で場
所をとらない」、「勉強しない」、「20分間で食
事を済ます」、「食事が終われば次の人に席を譲
る」ことをスピードエリアの利用にあたっての約
束事として実施されました。

POINT.1

スピードエリアの設置期間中、専務自らが
スピードエリアを利用した人に利用した感想
を聞きました。その時に「本当に荷物で場所
を取らなくても、昼ごはんを食べる席が確保
されているのか」という声や、「多くの荷物
を持っているとスピードエリアの出入りに邪
魔だ」という声がありました。それらの声か
ら、場所取りのための札が設定されたり、ス
ピードエリア内に荷物置場ができたりしてい
ました。組合員の声に寄り添い、組合員を巻
き込んでスピードエリアを作っていこうとし
ている点が素晴らしいです。まさに『ともに
つくる』ですね！

組合員の声を直接聞き、改善へ

POINT.2

スピードエリアの設置の呼びかけや、使用
のルールの変更をTwitterを用いて呼びかけて
いました。組合員がよく使用している身近な
SNSを用いて、この取り組みを発信できてい
る点が良いと思います。

SNSを用いた組合員への周知

TOYAMA ISHIKAWA FUKUI SHIGA KYOTO NARA OSAKA HYOGO WAKAYAMA


